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電源の入れ方･切り方
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～ サーバー(ネットワーク型) ～電源の立ち上げ方

1. 停電防止装置の電源を入れます。（オプション）

2. 液晶モニターの電源を入れます。

3. 本体の電源を入れます。

4. しばらくすると、左図

の画面に変わります。

5. 数秒待つと自動的に

System-Vが立ち上がり

ます。

しばらくお待ちください。

6. 左図の画面を表示しますと

立ち上がり完了です。

ポイント
・ 機械を立ち上げている間、電源ランプの横又は下にありますハードディスクの作動ランプ

が点滅します｡ 点滅中は絶対に電源を切らないでください。故障の原因となります。

・ 液晶モニターの電源ランプは、使用時「緑色」ですが、以下の場合「オレンジ色」です。

①本体の電源は切れているが、液晶モニターの電源は入っている状態。

②本体／モニターの電源は共に入っているが、液晶モニターが省電力モードになって

いる状態。
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電源の切り方 ～ サーバー (ネットワーク型) ～

接続している端末機の電源を切ってから、以下の手順でサーバーの電源を切ります。

1.左図の画面が表示されている場合、
何かキーボードのボタンを押してください。
（スクリーンセーバーの解除をします。）

2.画面右上の「電源マーク」をクリックします。

3.電源マークの下に左図の画面が
表示されます。「電源マーク」
をクリックします。

4.「電源オフ」をクリックします。
しばらくお待ちください。

5. 自動的に本体の電源が切れます。

6. 液晶モニターの電源を切ります。

7. 停電防止装置の電源を切ります。
(オプション)

※サーバー終了後、再起動する場合は１～２分空けてから再起動してください。
すぐに再起動するとサーバーが故障してしまう可能性があります。
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Windows10電源の立ち上げ方 ～ 単体（ Ｖポータル ）～

1. 停電防止装置の電源を入れます （オプション）。

( 2. 液晶モニターの電源を入れます。)

。※接続方式によっては電源を入れる必要があります

3. 本体の電源を入れます。

※ 左図のロック画面が表示される場合、

マウスの左ボタンを押すと「パスワード」

画面が表示されます。

パスワードを入力して Enter を押します。

4. 左図の画面（System-V Portal）を表示します。

5. をクリックします。｢ＶＭシステム開始｣

※２回押すと、エラーします。

6. 左図の画面を表示します。

しばらくお待ちください。

7. 業務メインメニューを表示します。
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Windows10電源の切り方 ～単体（ Ｖポータル ）～

1. 終了 （Ｆ５) を何回か押して、
プログラムを終了します。

注意
プログラムを終了する時に画面右上の
× は使用しないでください。

強制終了となるため、次回正常に起動
しないことがあります。

2. 左図の画面を表示します。
turbolinuxが 自動的に終了します。

3. 画面が消えるまで、しばらくお待ち
ください。



- 5 -

4. 左図の画面を表示します。

5. 画面下の Windows終了 をクリック
します。

6. 左図の画面を表示します。

7. ▼ を押し、 シャットダウン か

更新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｲﾝｽﾄｰﾙしてｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ

を選択します。

8. ＯＫ をクリックします。

9. しばらくすると電源が自動的に切れます。
液晶モニターの電源も自動的に切れます )（ 。

※接続方式によっては手動でモニター
の電源を切る必要があります。

～ バックアップ ～
昼の12:00 ～ 13:00 の間に機械が立ち上がっていると自動で
バックアップを行います。
作業には約10～15分かかります。
その間に作業していただいても問題ありませんが、動作が遅く
なることがあります。ご了承ください。

※正しくバックアップされないことがございますので、
バックアップ中はコンピュータの電源を切らないでください。

※バックアップデータは、外付けハードディスクに保存します。
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Windows10電源の立ち上げ方 ～ 単体（スタンドアローン型）～

1. 停電防止装置の電源を入れます （オプション）。

(2. 液晶モニターの電源を入れます。)

。※接続方式によっては電源を入れる必要があります

3. 本体の電源を入れます。

※左図のロック画面が表示される場合

マウスの左ボタンを押すと「パスワード」

画面が表示されます。

パスワードを入力して Enter を押します。

4. 左図の画面を表示します。

5.「V-Server｣をダブルクリックします。

6. 左図の画面が表示されるまでお待ちください。

7.「マルチウィンドウ端末」をダブルクリック

します。

8. 業務メインメニューを表示します。
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Windows10電源の切り方 ～単体（スタンドアローン型）～

1. 終了 (Ｆ５) を何回か押して、
プログラムを終了します。

注意
プログラムを終了する時に画面右上の
× は使用しないでください。

強制終了となるため、次回正常に起動
しないことがあります。

2. 左図の画面を表示します。
turbolinuxが自動的に終了します。

3. 画面が消えるまで、しばらくお待ち
ください。
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4. 左図の画面を表示します。

5. 画面左下の スタート ボタン
をクリックします。

6. メニューを表示します。スタートボタンの
上にある「電源マーク」をクリックします。

、7. シャットダウン にマウスの矢印を合わせ
クリックします。

8.しばらくすると電源が自動的に切れます。
(液晶モニターの電源も自動的に切れます。)

※接続方式によっては手動でモニター
の電源を切る必要があります。

～ バックアップ ～
昼の12:00 ～ 13:00 の間に機械が立ち上がっていると自動で
バックアップを行います。
作業には約10～15分かかります。
その間に作業していただいても問題ありませんが、動作が遅く
なることがあります。ご了承ください。

※正しくバックアップされないことがございますので、
バックアップ中は電源を切らないでください。

※バックアップデータは、外付けハードディスクに保存します。



端末の電源の入れ方・切り方



- 9 -

Windows10マルチウィンドウ端末の立ち上げ方 ～ 端末機 ～

（ 1. 液晶モニターの電源を入れます。）

※接続方式によっては電源を入れる必要があります。

2. 本体の電源を入れます。

※ 左図のロック画面が表示される場合、

マウスの左ボタンを押すと「パスワード」

画面が表示されます。

パスワードを入力して Enter を押します。

3. 左図の画面（System-V Portal）を表示します。

「マルチウィンドウ端末」をクリックします。

System-V Portalを使用しない場合は、
｢マルチウインドウ端末」のアイコンを
ダブルクリックします。

4. 業務メインメニューが起動します。

Ｆ４ ･･･ 電源切断プログラム

Ｆ６ ･･･ 仕訳入力や各種登録プログラム

Ｆ７ ･･･ 試算表･元帳･決算書等出力プログラム

Ｆ８ ･･･ 補助管理の出力と比較プログラム

Ｆ９ ･･･ 法人税申告書などの申告プログラム

Ｆ10 ･･･ 更新やデータ搬出・電子申告プログラム
など

Ｆ16 ･･･ 語句登録プログラムなど

Ｆ17 ･･･ その他特殊管理プログラム

Ｆ19 ･･･ 以前の申告書プログラムなど

注意

① 親機（サーバー）が立ち上がっていないとマルチウィンドウ端末は起動できません。

② 外字登録を行う場合は、１台ずつ設定が必要です。

また、端末で設定した外字を親機に移さないと出力しませんのでご注意ください。
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Windows10マルチウィンドウ端末の電源の切り方 ～ 端末機 ～

1. 終了 （Ｆ５) を何回か押して、

プログラムを終了します。

2. 最後に終了する端末機では、

左図のバックアップ画面が表示されます。

3. パスワードはそのまま Enter を押します。

※パスワードは自動表示なので、

入力する必要はありません。

4. 左図の画面を表示します。

「02：(999) 全バックアップ」を選択します。

2 Enter を押します。

※01：(998) データバックアップはデータ

のみになります。 普段は2を選択してく

ださい。

5．バックアップが終了すると、Windows画面に

戻ります。
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6. 左図の画面を表示します。

7. 画面左下の スタート ボタン

を右クリックします。

※Ｖポータルから終了する場合はP.5

をご参照ください。

8. メニューを表示します。スタートボタンの

上にある「電源マーク」をクリックします。

9. シャットダウン にマウスの矢印を合わせ、

クリックします。

10. しばらくすると電源が自動的に切れます。

（液晶モニターの電源も自動的に切れます。）

※接続方式によっては手動でモニター

の電源を切る必要があります。

注意

プログラムを終了する際に、画面右上の × をクリックしての終了は行わないでください。

強制終了となる為、次回正常に起動しないことがあります。



その他の機能
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～端末機よりサーバーの電源を切る方法～ Ｆ４［4000］電源切断

● 本プログラムは端末機(子機)からサーバー(親機)の電源を切るプログラムです。
必ず、本作業を行う端末機以外の端末機の接続を全て終了させてから作業してください。

1. 全てのプログラムを終了させ、

左図の画面を表示します。

2. Ｆ４ 電源管理を押します。

3. 電源管理の画面を表示します。

4000 Enter を押します。

4. 左図の画面を表示します。

必ず、作業中の端末機名のみ表示している

ことを確認してください。

※もし下図のように端末機の表示が複数ある

場合は、他の端末の接続を全て終了し、

再度 4000 Enter から実行してください。
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［4000］電源切断

5. 端末が１台のみであることを確認し、

電源を切る準備ができましたら

実行 (Ｆ３) を押します。

しばらくお待ちください。

6. 左図の画面を表示します。

7.『早急に端末を終了してください。』と

表示したら、 終了 (Ｆ５) を何回か押し

端末のプログラムを終了してください。

8. １分ほどでサーバー(親機) の電源が

自動で切れます。
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F10[８９]バックアップ ～サーバー（ネットワーク型)～

5800シリーズ・2000シリーズのサーバーは、機械内部に控えのハードディスク又は外付けの
ハードディスクへ、ノート型は外付けのハードディスクへバックアップをとることができます。
(バックアップディスクがなく必要な場合はサービス課までお問い合わせください。)

バックアップはとても重要です。万が一機械が故障した際に復旧する為の復旧元になりますので
必ず、毎日バックアップを行ってください。

バックアップされているところまでが復旧の対象となります。

パックアップを行っていない場合は、データの復旧だけでなくプログラムの復旧にも係わって
きます。古い状態にプログラムが戻ってしまった場合、プログラム更新料が別途かかりますの
で、必ずバックアップを行ってください。

5800シリーズ・2000シリーズには自動バックアップの機能があります。
自動バックアップの時間は12：30～13：00の30分間です(初期設定)。
自動バックアップ中は電源を切らないようにしてください。
上記の時間帯に入力作業を行うと1つ1つの動作が遅くなります。
なるべく入力しないようにお願い致します。
なお、12:30の時点で電源が入っていない場合には、自動バックアップは行われません。

自動バックアップはあくまで補助的な機能です。
[89]バックアップを取って頂かないと、万が一故障等のトラブルが発生した場合、
自動バックアップ終了後に入力したデータはバックアップされていない為、復旧できません。
自動バックアップとは別に、業務終了時には必ずバックアップを行って頂きますようお願い致し
ます。
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● バックアップ実行手順

1. F10 データ変換の画面を呼び出します。

2. [89] バックアップを選択します。
89 Enter を押します。

3. 左図の画面を表示します。

「Password...****」と表示しますので
そのまま Enter を押します。

※間違って何か入力した場合、
「NOT good Password」と表示します。
上記の場合、バックアップが行えません。
F5 で終了後、再度行ってください。

4. 左図の画面を表示します。

「02：(999) 全バックアップ」を選択します。
2 Enter を押します。

※01：(998) データバックアップはデータ
のみになります。普段は2を選択してください。

5. バックアップが終了すると、 F10 の画面に
戻ります。
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F10[１８９] 端末バックアップ

年度別に仕訳データおよびＧＰデータ(申告・個人データ)を端末(Windowsパソコン)へ●概要
バックアップするプログラムです。
内蔵もしくは外付けハードディスク以外にもバックアップを取ることが可能です。
但し、ＣＤやＤＶＤ等を直接指定することはできませんのでご注意ください。

端末バックアップで保存されるのはデータのみです。プログラム等は保存されません。
必ず、機種ごとの終了手順に沿って通常のバックアップを実行してください。
端末バックアップを併用していただくことで、データ消失を防ぐことができます。

バックアップされているところまでが、復旧の対象となります。

1. F10 データ変換の画面を呼び出します。

2. [189] バックアップを選択します。
189 Enter を押します。

3. 左図の画面を表示します。

コピー先を確認します。
初期値は
端末 … c:/tac/lxbackup
単体 … e:/tac/lxbackup

となっています。

変更する場合は 先変更 (Ｆ９) を押して
コピー先を変更することができます。

4. バックアップする年度の指定を選択します。
◎が表示されている年度が保存されます。

指定を変更する場合は、変更をしたい年度で

マーク (Ｆ７) を押します。

「－」に表示が変更されれば、その年度は
バックアップされません。

5. 実行 (Ｆ３) を押して、バックアップを

開始します。
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● バックアップの経過メッセージについて

[189]端末バックアップを実行してから
10日以上経過すると、
「バックアップから、○○日過ぎています。
バックアップしてください。」
と表示されます。

左図の画面を表示したら、
[189]端末バックアップを実行してください。

● [F9：先変更]について

1. コピー先を変更する場合、 先変更 (Ｆ９)
を押してください。

2. 左図の画面が表示されます。

3. 格納先選択欄に選択したい格納先の番号を
入力し、 Enter を押します。

※ 格納先選択の画面で、格納先１～５に選択
したい格納先がなかった場合

1. 編集 (Ｆ10) を押します。

2. 空欄に、追加したい格納先を入力します。
ex) f:/tac/lxbackup

3. 先変更 (Ｆ９) を押すと、格納先選択の
画面に戻ります。
格納先番号を入力してください。
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機 械 の 名 称

● ネットワーク型

サーバー(親機)
端末機（子機）

ﾈｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

端末機（子機）

液晶ﾓﾆﾀｰ
(ﾃﾚﾋﾞ) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ本体

(CPU) ｽｲｯﾁﾝｸﾞHUB

端末機（子 機）
液晶ﾓﾆﾀｰ
(ﾃﾚﾋﾞ)

ﾌﾟﾘﾝﾀｰｻｰﾊﾞ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ本体
(CPU)

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾏｳｽ

ﾌﾟﾘﾝﾀｹｰﾌﾞﾙ

ページプリンタ ページプリンタ
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～サーバーと端末機がつながらない時～端末機において、財務メニューが表示されない場合

※｢ホストにつながりません」と表示された場合は下記の原因が考えられます。

・サーバー(親機)親機の電源が入っていない。
→ サーバーの電源を入れてください。
（電源が入らない場合は、電源コードやコンセントの接続を確認してください。）

・サーバー(親機)が正常に立ち上がっていない。
※画面上にいろいろな英文字がでていて、時間が経過しても変わらない。
→ 機械が故障している可能性があります。システムサービス課までご連絡ください。

・ＨＵＢの電源が入っていない。
→ スイッチングＨＵＢの電源を入れてから、再度接続してください。

・ネットケーブルが抜けている又は断線している。
→ ネットケーブルを抜き差しし、再度接続してください。
※断線しているかは他のネットケーブルと入れ換えて出力し確認します。
接続できればケーブルを交換する必要があります。

＜ネットがつながっているかの確認方法 ＞－ 端末機からサーバーを確認

1. 画面左下『スタート』ボタン
を右クリックします。
『 』をクリックコマンドプロンプト(管理者)
します。
ユーザーアカウント制御で『はい』を
選択します。

2. 左図の画面を表示します。

3. C:¥windows> ping x001と入力します。
※環境によってアドレスが違う場合があります。

接続できている場合
｢172.16.xxx.xxxからの応答：バイト数～｣
と表示します。
→ 再度接続してください。

接続できていない場合
｢ping要求ではホスト x001が見つかりませ
んでした。ホスト名を確認してもう一度
実行してください。｣
と表示します。
→ システムサービス課までご連絡ください。
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プリント出力できない場合

プリント出力ができない場合は下記の原因が考えられます。

・プリンターの電源が入っていない。
→ プリンターの電源を入れてください。
（電源が入らない場合は、電源コードやコンセントの接続を確認してください。）

・プリンターの印刷可ランプが点いていない。※｢ヨウシホキュウ｣と表示されてる等
→『印刷可』ボタンを押してください。
（ランプがつかない場合はパネルにエラー表示がでていますので確認してください。）

・打ち出し選択したプリンターが間違っている。
→ 打ち出しプリンターを確認し、再度出力してください。

・プリンターとプリンターサーバーをつなぐケーブルが抜けている又は断線している。
→ ケーブルを抜き差しし、再度出力してください。
※断線しているかは他のプリンターケーブルと入れ換えて出力し確認します。
出力できればケーブルを交換する必要があります。

・プリンターサーバーに繋がっているネットケーブルが抜けている又は断線している。
→ ネットケーブルを抜き差しし、再度出力してください。
※断線しているかは他のネットケーブルと入れ換えて出力し確認します。
出力できればケーブルを交換する必要があります。

・プリンターサーバーに前に打ち出した印刷の指示が残っている。
→ プリンターサーバー及びプリンタの電源を切り、再度電源を入れて出力します。

＜ネットがつながっているかの確認方法＞

1. 画面左下の『スタート』ボタン
を右クリックします。
『 』をクリックコマンドプロンプト(管理者)
します。
ユーザーアカウント制御の画面で『はい』を
選択します。

2. 左図の画面を表示します。

3. C:¥windows> ping 172.16.3.1と入力します。
※環境によってアドレスが違う場合があります。

接続できている場合
｢172.16.xxx.xxx からの応答：バイト数～｣
と表示します。
→ 再度接続してください。

接続できていない場合
｢172.16.xxx.xxx からの応答：宛先ホストに
到達できません。」
と表示します。
→ システムサービス課までご連絡ください。
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画面プリント方法

画面プリントとは表示されている画面をそのまま印刷する作業になります。

1. 画面プリントする画面が示している
ことを確認します。

2. 画面全体を印刷する場合は

PrintScreen

を押します。

画面のタイトルが青くなっている画面
のみを印刷する場合は

Alt ＋ Print Screen

を押します。

3. 画面左下の『スタート』ボタンを
クリックします。

4. スタート画面右側のスクロールバー
を下へ移動します。

5.Windowsアクセサリから『ワードパッド』
をクリックします。
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6. ワードパットの画面を表示します。

画面左上の『貼り付け』をクリック
します。

7. 左図の画面を表示します。

8.『ファイル』をクリックします。

9. マウスを『印刷』に合わせます。
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10. 左図の画面を表示します。
『印刷』をクリックします。

※画面プリントはワードパット以外の
ワープロソフトでも同様の作業が
できます。
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